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夏野菜や果物に興味を
持っています！！

【風の感触が少し変化して初秋の装いに！】

熱中症に十分注意し子どもたちとともに楽しんだ夏のあそびの様子
は各クラスのおたよりをお読みいただければ幸いです。さて、長月
を迎えると、日中の暑さは残っていても、虫の音が響くようになり、
夕暮れ時の空気や吹く風には秋の装いが漂い暑さの出口を迎えた気
がいたします。また、園庭でトンボが舞う姿を見たり、空の色や雲
の移り変わりをまのあたりにしたりすると立秋・処暑を経過したこ
とを感じます。素敵な日本の四季の中で、工夫を凝らして保育をし
ていきたいと思います。

【『おもしろい絵本』ってどんな絵本？】

（松岡享子さんのインタビューより）「おもしろい絵本」は「心に
残る絵本」ともいえるかもしれません。大人になってからも、ふと
思い出したり、力を与えてくれたりするような絵本。ただ、子ども
のときは、その本が自分の心に後々まで残るかどうかはわからない
ですけれどね。また、出会う本の全部が全部、心に残るものである
必要はないと思いますが、幼い頃にできるだけ多くそうした絵本や
物語に出会ってほしいと思っています。子ども時代は、これから先、
生きていくための「もと」を蓄える時期ですから。東京子ども図書
館の創設者のひとりで、児童文学者の石井桃子先生は、こんな言葉
を残してくれています。「子どもたちよ。子ども時代をしっかり楽
しんでください。おとなになってから老人になってからあなたを

支えてくれるのは子ども時代の『あなた』です」。おもしろい絵本
を読むこつは、「家庭での場合は素直にリラックスして読んでいた
だくのが一番です。気軽に楽しんでください。それから絵本を読む
だけじゃなくて、ぜひ子どもにいろんなことを経験させてあげてく
ださい。物語を楽しむためには想像力が必要ですが、想像力を養う
のは実体験です。〝暑い〟とか〝寒い〟といったことでも、自分で
実際に体験し、何かしらの感覚をとおしたイメージを抱くことから、
その言葉の意味がわかってくる。本やテレビなどで知って語彙はた
くさん持っていても、その語に伴う実感がないと、言葉から喚起さ
れるイメージは薄っぺらなものになっていくように思いま
す。（母の友９月号より抜粋：どうぞご覧ください）

園長 大竹 龍

8月の活動より

【夏祭りアンケート】
・動画配信があり、夏祭りの様子を知ることができて良かった。
・夏祭りでもらったものを使って自宅でも楽しむ様子があった。
・年長児が特に張り切っており、大人の手は借りたものの、自分たちで考えて形にする経験は
なかなか出来ないので良い機会だったと思う。

お忙しい中、アンケートへのご協力をありがとうござしました。

写真につきましては
ホームページ上の

公開は差し控えさせて
いただきます。



夏祭り週間（6～8日)

夏祭り週間の園内は子どもたちが手作りした提灯や屋台の装飾でカラフルに彩られ、お祭りムード満載の

３日間でした！つき組さんが出店してくれた屋台でみんなでお買い物ごっこを楽しみながら、やり取りの楽
しさも味わっていましたよ。金魚すくいやスイカ割も大人気で「とれた！」と大喜びする姿で楽しい夏の思
い出がまたひとつ増えました。乳児クラスではボールプールに飛び込んだり、かわいい金魚すくいにチャレ
ンジしたり、くじ引きでもらった景品を大切に持ち帰る姿が微笑ましかったです。最終日にはみんなで「わ
っしょい！わっしょい！」と声を揃えてお神輿を応援し、最後は円になって盆踊り。ニコニコ笑顔と元気な
笑い声がいっぱいの賑やかで楽しいお祭りとなりました！

姉妹園の看護師メンバーによる健康教育「いのちキラキ
ラ」を４・５歳児クラスを対象に行いました。人形劇や着替
え方をテーマにした寸劇、クイズ、絵本の読み聞かせを通し
て、プライベートゾーンとは何か、なぜプライベートゾーン
は大切なのかをみんなで考えました。自分のからだを見るの
も触るのも自分だけであること。もし、大事なプライベート
ゾーンを触られてしまったり、触られそうになったら、「嫌
だ、やめてと伝える」「その場から逃げる」「大人の人に話
す」ということを伝えました。盛り沢山の内容でしたが、皆、
最後まで真剣な表情で聞いていました。終了後、５歳児クラ
スのみんなに感想を書いてもらいました。

写真につきましては
ホームページ上の

公開は差し控えさせていただきます。

写真につきましては
ホームページ上の

公開は差し控えさせて
いただきます。
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各クラスの9月の保育目標

あひる組

うさぎ組
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保育目標について
「〇」のつく目標 … 養護目標（生命の保持、情緒の安定をはかるための保育者のねらい）

「●」のつく目標 … 教育目標（健康・人間関係・環境・言語・表現の５領域に関わる子どものねらい）

８月は夏祭りや水遊びなど、夏を感じる活動を経験することができ、子どもたちと遊びを通して夏を楽しむことが
できました。
夏祭りでは、屋台やお神輿の練り歩きに参加し、初めての経験を重ね、嬉しそうな笑顔を何度も見せてくれたこど
もたち。屋台のくじ引きには手招きしてお友だちを誘う姿も見られましたよ。上手に金魚を掬ったり、くじを引っ張
ったりしており、普段の遊びを通してできるようになったことを発揮していました。
水遊びでは、水の冷たさと、感触を楽しむことができています。寒天や氷遊びも行うと、最初は警戒し、遠くから
眺めている子もいました。お友だちや保育者が遊んでいるのを見て少しずつ手を伸ばし、ゆっくり感触に慣れていま
したよ。様々な感触遊びにも慣れてきたことを嬉しく思います。
９月は久しぶりに園庭に出て遊ぶ日が増えると思うので、園庭遊びでの新たな子どもたちの様々な姿が見られるこ
とを期待しながら、残暑にも負けない体力づくりをしながら遊んでいこうと思います。

<9月の保育の目標>

〇食事や着脱など、簡単な身の回りのこと
を自分でできた喜びを感じられるようにす
る。
●保育士等や友だちと関わりながら、少し
ずつ言葉で表現できるようになる。
●戸外での探索活動を楽しみ自然に触れて
遊ぶことを楽しむ。

35℃を越える驚くほどの暑さや強い日差しに本格的な夏を感じながら子どもたちと一緒に夏ならではの遊びを
楽しみました。

夏祭り週間では、金魚掴みを行ったり、年上児の出店を見に、ホールに行ったり、お神輿を見た後に盆踊りを踊
ったりして夏の雰囲気を味わいました。初めて見るものが多く、子どもたちは、興味津々で真剣な表情でしたが、
お祭りの音頭や雰囲気の中で笑顔いっぱい楽しむ様子が見られました。

また、テラスでは水遊び、室内では寒天や氷遊び、新聞紙遊びなどをして感触遊びをしました。最初は、触る
ことが怖かったのか慎重に指先を伸ばしていた子どもたちも、回数を重ねるうちに笑顔で寒天や氷に手を伸ばし
たり、新聞紙遊びでは、全身を使ったりして楽しむ姿が見られるようになりました。これからも様々な感触遊び
や季節の遊びの中で、五感を通して豊かな経験を重ねていきたいと思います。9月には、涼しくなることを期待
して園庭での遊びも始めたいと思います。

<9月の保育の目標>

〇食事、睡眠などの生活リズムの間
隔が芽生えるようにする。
●伸び伸びと身体を動かし、這う、
歩くなどの運動をしようとする。
●安心できる環境の下で、身近な人
と共に過ごす喜びを感じられるよう
にする。

写真につきましては
ホームページ上の

公開は差し控えさせて
いただきます。

写真につきましては
ホームページ上の

公開は差し控えさせて
いただきます。

https://drive.google.com/open?id=1kDfwF-FS1p5q0snZZ2ClFNGinpseGuYFisd3VtO9gMQ&usp=drive_copy
https://drive.google.com/open?id=1kDfwF-FS1p5q0snZZ2ClFNGinpseGuYFisd3VtO9gMQ&usp=drive_copy
https://drive.google.com/open?id=1kDfwF-FS1p5q0snZZ2ClFNGinpseGuYFisd3VtO9gMQ&usp=drive_copy
https://drive.google.com/open?id=1kDfwF-FS1p5q0snZZ2ClFNGinpseGuYFisd3VtO9gMQ&usp=drive_copy


本格的な暑さが続き、汗ばむ日が多い毎日ですね。そんな中でも子どもたちは毎日元気いっぱい遊び、夏
を感じられる活動を楽しんでいます。
8月の夏祭り週間ではボールプールや金魚すくい、紐くじなどに夢中になり、子どもたちの笑顔があふれて

いました。引換券が入ったお財布を大切そうに首から下げながら屋台へ遊びに行くと、お買い物ごっこを通
して幼児との関わりを楽しむ姿が見られ、来年への期待も膨らんでいるようです。盆踊りでは、保育者や友
だちと一緒に音楽に合わせて身体を動かしてお祭りの雰囲気を楽しむことができたと思います。

また夏ならではの遊び、水遊びも引き続き行なっております。顔に水がかかることを気にせず思い切り楽
しむ姿が見られました。全身びしょぬれになりながら時には保育者に向かって水鉄砲を掛けるなど大胆に遊
びを楽しみ、お水の気持ち良さを存分に感じていました。
9月も体調に気を付けながら戸外遊びや季節ならではの活動を子どもたちと一緒に元気いっぱい楽しんでい
きたいと思います。

ひよこ組

はな組

44

4

〈９月の保育目標〉
○気温差に留意し、健康で快適
な生活を送れるようにする。
○自分なりにやれたという思いを
積み重ねられるようにする。
●生活や遊びの中の簡単な約束事
を知る。

〈９月の保育目標〉
○安定した気持ちの中で、生活リズムを
整え健康的に過ごせるようにする。

●着脱や身支度などの意味や手順を理解
し、自ら行おうとする。

８月の活動は夏まつりから始まりました。保育室での制作を通して提灯やリズム体操の盆踊りと期待感を盛り上げ、楽し
みに迎えた夏まつり当日。自分で作った財布を持って出店に繰り出すと、優しく遊び方を教えてくれる年上児にむかえられ
「おいしいね」とかき氷を食べたり、「つったよ～」と金魚掬いをしたりして楽しんでいます。お化けの盆踊りでも「ひゅ～」と
声を上げて楽しみました。

気温が高い日は健康と安全を考え、室内で好きな遊びをゆっくりと楽しんでいます。ゆっくりと遊ぶ中で、玩具の遊び方が
上手になり、今までは繋げる平面だった遊びが、ロボットなど立体的な作品になり、塗り絵も細かく塗り分け、複数色で鮮
やかに塗ったりと、遊びが上手になっています。また、じっくり遊ぶ中では友だちとの仲も深まり、ごっこ遊びでは役割を決
めて複数人で同じ遊びを楽しんだり、貸し借りのやり取りでは今までの「まっててね」から、友だちの様子や遊びの状況に
応じて「つかっていいよ」と優しい声も聞こえるようになってきました。子どもたちの心の成長を感じられます。
４月からは幼児クラスに慣れる時期でした。その時期を十分に経て、これからは経験と成長を重ねる時期に入ります。
10月の運動会に向けて保育内容や友だちとの関わりもより深まっていきます。これからも、より一層子ども達の成長を重
ねられたらと思います。

写真につきましては
ホームページ上の

公開は差し控えさせて
いただきます。

写真につきましては
ホームページ上の

公開は差し控えさせて
いただきます。



８月ということで夏真っ盛りです。酷暑と呼べる日々で辛い時もありますが、それでも保育者は暑い日差しを浴びる感覚やカッコいい

虫を観察してワクワクする気持ちや火照った体をプールの冷たい水に沈める経験などなどこの時期しか味わえない沢山の楽しみがある日

本の夏が好きです。昔と令和の今とでは環境が変わり、考え無しに日差しの下に出られなくなりましたが、そんな中でも子どもたちに日

本の夏の素晴らしさを伝えられる方法を考えていきたいと思います。今後も夏季には戸外に出られることが少ないかもしれませんが、室

内で過ごすことでしか得られない体験や経験もあると考えています。様々な室内活動を通じて新しい夏の過ごし方を模索し、楽しみなが

ら厳しい夏の中でも成長していけるといいですね。

そんな夏を過ごしたほし組の子どもたち。今月も自分たちなりの楽しみを見つけて遊べているなと感じました。ワンルーフゼミを始めと

する机上遊びやお化け屋敷などのレクリエーション、更には“はしばおんど”で屋台と盆踊りを楽しむなどクラスを問わず子ども同士で交

流を持ち、楽しみを共有していました。

来月になったらプールが撤去され、園庭がまた広く使えるようになりますね。その際は夏の分を取り戻す勢いで思いっきり遊んでもらい

たいと思います。

つき組
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5

ほし組

猛暑が続いたり、時には少し涼しさも感じるような日があったりしますね。８月は、夏祭りがありました。１ヵ
月前から準備をしていた、４つの出店を子どもたちだけで運営し、チケットを貰ったりゲームを説明したり、お客
さんの欲しい味にしたり渡したりと大忙しでした。お神輿は練習の成果もあり大きな声で「わっしょい！わっしょ
い！」と真剣な眼差しで造形活動で制作したお神輿を披露することができました。また、お盆期間で子どもたちの
人数も減りましたが、人数が少ないことを前向きに捉え、ラキューで大きな物を最後まで造り上げたり、色々な廃
材を使いたい分だけ使って思い思いに表現したりすることを楽しんでいました。
先にはなりますが、運動会に向けて話し合いを練習を始め、子どもたちの中で色々な気持ちが生まれてくるとは思
いますが、勝ち負けだけにこだわらず、今までの成果を発揮することや友だちと協力し合う大切さを繰り返し伝え
ていきたいと思っています。

＜９月の保育の目標＞

○色々な活動に取り組む中で、自身の
気持ちに折り合いをつけながら活動を
できるようにする。
●お互いの思いや考えを共有し、気持
ちを認め合いながら関わりを深める。
●生活の中で使う言葉の意味が分かり、
正しい言葉遣いで会話をすることの大
切さを知る。

〈９月の保育目標〉
〇身の回りのことを意欲的に
行い、自信をもって生活をす
ることができる。
●共通の目的に向かって友だ
ちと一緒に頑張る。

写真につきましては
ホームページ上の

公開は差し控えさせて
いただきます。

写真につきましては
ホームページ上の

公開は差し控えさせて
いただきます。
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令和7年度 9月予定表

１ 月 引き取り訓練 17 水 ０歳児健診

２ 火 18 木 誕生会

３ 水 ０歳児健診 19 金

４ 木 キッズダンス（４歳） 20 土

５ 金 造形活動（５歳）
プール納め

21 日

６ 土 22 月 異文化交流（幼児）

７ 日 23 火 秋分の日

８ 月 24 水

９ 火 25 木 キッズダンス（５歳）

10 水 26 金

11 木 キッズダンス（３歳） 27 土 避難訓練

12 金 28 日

13 土 29 月

14 日 30 火

15 月 敬老の日

16 火

【芋掘り交流について（5歳児）】
農園の都合で、芋掘り交流は中止となりますが、焼き芋の会や姉妹園との交流を計画中です。
決まり次第周知させていただきます。

10月の予定
・ 2日(木)：キッズダンス(4歳)
・ 9日(木)：キッズダンス(5歳)
・18日(土)：運動会
・21日(火)：避難訓練
・23日(木)：誕生会
・30日(木)：キッズダンス(3歳)



9月ほけんだより

残暑の厳しい日が続いています。夏の疲れが出て体調を崩しやすい時期なので、元気に活動できるよ

う、今一度、子どもたちの健康を見直しましょう。

9月1日は防災の日

非常用品は備えていますか？もしものとき、すぐに取り出せるよう、決まった場所に用意しておきま

しょう。また定期的に中身をチェックし、過不足や破損、不備がないか、使用期限が切れていないかな

ど確認しましょう。常備薬や衛生用品もすぐに持ち出せるよう、準備しておくと安心です。また避難場

所の確認、家族と離れた時の連絡方法、待ち合わせ場所、連絡先を確認しておきましょう。

9月9日は救急の日

救急の日を含む9月7日から9月13日を「救急医療週間」と定めています。小さな子どもはまだ何が危

険か予測することが難しく、好奇心が旺盛なため予期せぬ怪我に繋がる事があります。

事故防止のため、家庭環境を見直しましょう！

・子どもの手の届く場所に危険なものを置かない

薬、洗剤、ライター、炊飯器、刃物、針、ボタン電池、カプセルトイの景品等は、誤って飲み込んだ

り触ったりすると危険です。また、トイレットペーパーの芯(直径39ｍｍ)を通る大きさのものは、子ど

もの口に入ってしまうため、誤嚥・窒息予防のためにも手の届かないところに置くようにしましょう。

・踏み台になるものはベランダに置かない

・浴室には子ども1人で勝手に入らないよう工夫する

※子ども家庭庁「子どもを事故から守る！事故防止ハンドブック」も参照してください。

応急処置方法を確認しましょう！

子どもたちの動きが活発になり、怪我が多くなる時期です。すり傷は流水で汚れを落として絆創膏を

貼る、鼻血が出たら小鼻を押さえる、やけどは流水で冷やすなど、簡単な処置方法を覚えておくと便利

です。

感染情報(7/16～8/15)

感染性胃腸炎…2名 RSウイルス…２名 突発性発疹…１名 その他、下痢嘔吐症状…８名

9月の保健行事予定

身体測定…2日(火)～4日(木) ０歳児健診…3日(水)、17日(水)

https://www.cfa.go.jp/policies/child-safety-actions/handbook
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